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＜連絡事項＞

・本日14：00～船場幸子様の青山荘退所ケア会議実施。（参加：上野）

＜業務改善＞

○プログラム

・週刊プログラムの枠組み完成している。黒沢Ｄｒ（薬剤師）による服薬プログラムも週３回（月・火・水）で組み込んでいく予定。稟議書作成中。

・2/15までに3月分プログラムテキスト提出、予定表入力すること。

○環境整備

・明日、給湯フィルターの清掃と下駄箱の番号入れを実施予定。

・明日より、時間を作って退所者のカルテ整理を実施していく。

○新書式検討

・新カルテ書式の稟議書を修正し、提出済み。

＜事例検討＞

山田　吉夫様（58）男性　病名：神経症性抑うつ状態　　担当スタッフ：小嶋

利用開始日：平成22年6月（0年8ヶ月）　　通所日：週3回（月・水・金）

本日の検討内容

　治療計画の見直し、デイケア利用日についての検討

現在の治療計画
1 通所日には通所できるようにするために通所利用日を本人、主治医、青山荘スタッフと検討し、本人が通所しやすい　形をとっていく。

2 欠席する際は、自分で連絡が出来るようになり、欠席理由や具合の悪さを言語化できるように関わっていく。

3 病状悪化のパターンを知り、悪化のサインが気付くことができるように関わっていく。

現在の様子

1 について

・利用日が週2回から3回に増えてから、利用率が減少。利用日を減らし、確実に通所するようにしてはどうかとデイケアスタッフから提案し、青山荘スタッフにも伝えるように説明しているが、本人からは青山荘スタッフに話はしていない様子。
2 について

・自分から来所して欠席の旨を伝えることあるが、定時に来所せずスタッフから催促されることの方が多い。

・通所当初は「何となく」で欠席することが多かったが、最近は「体調が悪いから」「行きたくないから」と理由を表現すること出来ている。

・1月下旬、「もうデイケア来ないので名前を消して下さい」と訴えることあり。その後は同様の訴えなく、通所出来ている日もある。

・デイケア利用、青山荘入所については本人は続けたくないという思いがあるとのこと。青山荘入所の理由については「煙草が吸えるから（市民病院は全面禁煙）」と話されており、目的意識が希薄。

・先週、路面凍結にて転倒し、左腕に腫脹を作っている。整骨院にて検査したところ、骨などに異常はないとのこと。現在は毎日整骨院に通っている。その旨について、本人からデイケアスタッフに連絡はない。

3 について

・「自分は周りとは違う」「自分の事を分かってもらえない」と話し、自分の殻に閉じこもることがある。自分の言動で周囲を巻き込み、振り回す傾向にある。

・治療に対しては消極的で、自分は病気ではないという思いが強い。年金のために受診していると本人は話す。

・本人の行動について指導を行うと、怒られたという思いだけが残り、伝わっていないことがある。

生活状況について

　　・入浴は週に１回程度のみで、髭の剃り残しもしばしばみられる。身だしなみや保整は不十分だが、特に不潔な印象はみられない。

　　・青山荘スタッフに無断で外出（ボーリング）に出かけることあり。

・金銭は青山荘スタッフ管理。浪費はしていないと本人話すが、お金は渡した分全て遣う。

・気分の変動に行動が大きく左右される。ゲームセンターで3千円を浪費し、ショックで青山荘に帰ることが出来なかったこともある。

・「昔は遊び人だった」「働いて飲み食いしていた」と昔の話を語ることが多い。

　　・聴力検査、心電図検査、脂質代謝で異常があるが、様子観察している。

　　・排便コントロールが出来ておらず、便秘による腹痛を訴えデイケアを欠席することがある。青山荘スタッフから、処方されたシンラック液を服用するように説明しているが、自分で服用することはなく、苦しくなってから訴えてくる。

　　・食欲はないと本人話しているが、食事は全量摂取しており、体重は増加傾向（＋2㎏）

　　・起床時間は安定している。

まとめ

・治療計画①③は継続

・治療計画②は、「定時までに連絡するように促す」を追加し継続。

・2/11の午後に、本人、デイケア担当、青山荘スタッフで面談を行い、現在の生活状況や目的について確認を行っていく。（現状の振り返り、利用日の希望、金銭管理など生活に必要な事など）

＜青山荘利用者様情報＞

大下　良悦　様～青山荘入所は延期する方向で担当医より説明あり。また、担当医からデイナイトケアを勧められたと本人話されており、「良かったです。頑張ります」と良い方向に捉えている様子。先月下旬より、突然思考停止し行動が止まってしまうことがみられている。昨日の診察にて、ジプレキサが１錠増薬となっている。

鈴木　茂子　様～疲労感がある為休んでいたいとのことと、祝日であることを理由に明日デイケアを休みたいと希望している。担当医からは毎日デイケアに通うように指示あり、担当スタッフからも以前デイケアに通うことが出来なくなり生活管理が出来なくなったことについて振り返っている。また、青山荘スタッフからの情報提供で、大久保恒夫様に鈴木茂子様が米を渡していたことがあったとのこと。デイケアでも、利用開始当日に他メンバーに対して飴玉を配っていたと他者から情報あり、詳細を本人に確認すると、「そんなことやってないわよ！」と表情険しくさせ、声を荒げている。物のやり取りは人間関係を壊す原因になること説明している。

＜利用者様情報＞

板橋　利美　様～昨日午後より腹痛訴えあり。食事内容について確認を行うと、朝食後と夕食後に干し芋を１袋食べる生活が続いているとのこと。昼食前に胃の中で干し芋が膨張して腹痛の原因となり、下痢もしていると話されている。食べる量を抑えるように説明すると拒否しているが、本日は干し芋2枚に抑えており、腹痛・下痢は治まったと話されている。

平　　康子　様～昨日、鈴木恵美子様と二人でデイケアを休み時計を直しに行くと話されているため、付き添いであれば青明舎に依頼するように説明。その後、鈴木恵美子様に時計の修理を依頼したようで、昨日鈴木様から「時計は大丈夫だった」とデイケアに連絡あり。平様本人に詳細を確認すると、「自分で行った」などと誤魔化しているが、最後には正直に話している。自分で対処できるようになる為、練習をした方が良いのではないかと説明すると、「そういう風に小言を言われたくないから嘘をついた」と話されている。

澤口　直美　様～先週より活動的に動いている様子あり、気分が落ち着かない為、今週はデイケアを欠席すると連絡あり。診察時、担当医からは休止期である為、無理をしないで休むように言われたとのこと。病状の変化のリズムが分かるようになったことを評価していく。

清水　泰雅　様～13:00頃に連絡があり、14～15時にデイケア来所するということが続いている。冬場は自室が寒いので仏間で眠っているが、隣のリビングがうるさい為眠れないと話されている。実際にうるさいのかと確認すると、「いや、そういうわけじゃ…」と本人濁している。通所出来ていることは評価しつつ、定時までの連絡・来所を促していく。

田中　　一　様～昨日、就床前薬を飲み忘れた為眠れず、今朝4:30に起床したと話されている。内服を忘れずに行うことも大切だが、生活全般を見直ず必要があること説明している。

＜外来情報＞

山田　吉夫　様～肘を打ち、整形外科に通院中で、電気とマッサージをうけていると話している。よくなったら、日中の活動性を増やしていけるようにしましょうと主治医よりアドバイスある。
長瀬　紘一郎様～そろそろ採血したいと希望あることから、次週2/17に実施予定とする。

